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くらしの情報

の
よ
う
な
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

台
風
が
く
る
前
に

・
家
の
周
り
で
、
風
に
飛
ば
さ
れ

そ
う
な
も
の
は
片
付
け
、
補
強

が
必
要
な
箇
所
は
補
強
す
る
。

・
断
水
に
備
え
て
水
を
確
保
し
、

非
常
持
出
品（
懐
中
電
灯
、
携

帯
ラ
ジ
オ
、
電
池
、
食
料
や
貴

重
品
）を
準
備
す
る
。

・
避
難
場
所･

避
難
経
路
を
確
認

す
る
。

台
風
が
接
近
し
て
い
る
時

・
テ
レ
ビ
な
ど
の
気
象
情
報
に
注

　

花
火
・
火
遊
び
に
よ
る
火
災

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

花
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

意
す
る
。

・
危
険
な
場
所
に
は
近
寄
ら
な

い
。

・
早
く
帰
宅
し
、
外
出
は
控
え
る
。

火
災
の
予
防
に
つ
い
て

問
郡
山
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
４

９
２
３

８
１
７
２

台
風
の
備
え
に
つ
い
て

問
郡
山
消
防
本
部
消
防
課
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問
町
民
生
活
課
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消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
と

　

一
緒
に
遊
ぶ
。

・
近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な

　

く
、
広
く
て
安
全
な
場
所
で
行

　

う
。

・
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
注
意
事

　

項
を
必
ず
守
る
。

・
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
遊
び
終

　

わ
っ
た
花
火
は
必
ず
水
に
つ
け

　

る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ

る
火
災
は
、
発
見
が
遅
れ
火
災
が

大
き
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
は
子
ど
も

　

の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な

　

い
。

・
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
外
出
し

　

な
い
。

・
火
遊
び
を
見
か
け
た
ら
注
意
す

　

る
。

・
火
災
の
恐
ろ
し
さ
・
火
の
取
り

　

扱
い
方
法
を
き
ち
ん
と
教
え　

　

る
。

台
風
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

台
風
が
接
近
し
や
す
い
時
季
で

す
。

　

被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
、
次

　小野町では、町の将来を担う新規高卒者
の就職を支援するため、新規高卒者を雇用
する企業に奨励金を交付します。

●事業内容
　９月１日までに小野町の新規高卒者を雇
用する町内企業に対して、雇用１名あたり
30万円を奨励金として交付します。
※本事業における「新規高卒者」とは、平成
25年３月に高校を卒業した者のうち、①、
②のいずれかに該当する者のことをいい
ます。
①県立小野高校の卒業生
②①以外の者で、高校卒業後、小野町に住
　んで働く者

●交付の条件等
・小野町内に本社または事業所、工場等を
有する企業等であること。
・新規高卒者を対象とした求人をハロー
ワークまたは高校に提出し、その求人に
基づいて正規雇用（期間の定めのない労
働契約により雇い入れること。）するこ
と。
・新規高卒者を正規雇用した日の前後６カ
月において、事業主都合による離職者が
いないこと。
・正規雇用した新規高卒者が、雇用契約日
の翌年３月１日の時点で６カ月以上継続
して働いていること。

　より詳しい情報や奨励金の交付申請の方
法を小野町公式ウェブサイトに掲載してお
りますのでご確認ください。
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小野町新規高卒者雇用促進奨励金
について


